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気象庁震度階級関連解説表 

１．気象庁が発表している震度は、原則として地表や低層建物の一階に設置した震度計によ

る観測値です。この資料は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際にどのような現

象や被害が発生するかを示すもので、それぞれの震度に記述される現象から震度が決定さ

れるものではありません。 

２．地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は震度計が置かれている地点での観

測値であり、同じ市町村であっても場所によって震度が異なることがあります。また、中

高層建物の上層階では一般に地表より揺れが強くなるなど、同じ建物の中でも、階や場所

によって揺れの強さが異なります。 

３．震度が同じであっても、地震動の振幅（揺れの大きさ）、周期（揺れが繰り返す時の1 回

あたりの時間の長さ）及び継続時間などの違いや、対象となる建物や構造物の状態、地盤

の状況により被害は異なります。 

４．この資料では、ある震度が観測された際に発生する被害の中で、比較的多く見られるも

のを記述しており、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合も

あります。また、それぞれの震度階級で示されている全ての現象が発生するわけではあり

ません。 

５．この資料は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、5 年程度

で定期的に内容を点検し、新たな事例が得られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によ

って実状と合わなくなった場合には変更します。 

６．この資料では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の副詞・

形容詞を用いています。 

用語 意味 

まれに 極めて少ない。めったにない。 

わずか 数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。 

大半 半分以上。ほとんどよりは少ない。 

ほとんど 全部ではないが、全部に近い。 

が（も）ある、 

が（も）いる 

当該震度階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないがその

数量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。 

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。 

さらに多くなる 
上記の「多くなる」と同じ意味。下位の階級で上記の「多くなる」が使われ

ている場合に使用。 

※ 気象庁では、アンケート調査などにより得られた震度を公表することがありますが、これらは

「震度○相当」と表現して、震度計の観測から得られる震度と区別しています。 

  

資料２３ 
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●人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況 

震度

階級 
人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

０ 
人は揺れを感じないが、地

震計には記録される。 
－ － 

１ 

屋内で静かにしている人の

中には、揺れをわずかに感

じる人がいる。 

－ － 

２ 

屋内で静かにしている人の

大半が、揺れを感じる。眠

っている人の中には、目を

覚ます人もいる｡  

電灯などのつり下げ物が、わず

かに揺れる。 
－ 

３ 

屋内にいる人のほとんど

が、揺れを感じる。歩いて

いる人の中には、揺れを感

じる人もいる。眠っている

人の大半が、目を覚ます。 

棚にある食器類が音を立てる

ことがある。 
電線が少し揺れる。 

４ 

ほとんどの人が驚く。歩い

ている人のほとんどが、揺

れを感じる。眠っている人

のほとんどが、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ物は大き

く揺れ､棚にある食器類は音を

立てる。座りの悪い置物が、倒

れることがある。 

電線が大きく揺れる。自動車を

運転していて、揺れに気付く人

がいる。 

５弱 

大半の人が、恐怖を覚え、

物につかまりたいと感じ

る。 

電灯などのつり下げ物は激し

く揺れ､棚にある食器類、書棚

の本が落ちることがある。座り

の悪い置物の大半が倒れる。固

定していない家具が移動する

ことがあり、不安定なものは倒

れることがある。 

まれに窓ガラスが割れて落ちる

ことがある。電柱が揺れるのが

わかる。道路に被害が生じるこ

とがある｡ 

５強 

大半の人が、物につかまら

ないと歩くことが難しいな

ど、行動に支障を感じる。 

棚にある食器類や書棚の本で、

落ちるものが多くなる。テレビ

が台から落ちることがある。固

定していない家具が倒れるこ

とがある。 

窓ガラスが割れて落ちることが

ある。補強されていないブロッ

ク塀が崩れることがある。据付

けが不十分な自動販売機が倒れ

ることがある。自動車の運転が

困難となり、停止する車もある。 

６弱 
立っていることが困難にな

る。 

固定していない家具の大半が

移動し、倒れるものもある｡ド

アが開かなくなることがある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損、

落下することがある。 

６強 
立っていることができず、

はわないと動くことができ

ない。揺れにほんろうされ、

動くこともできず、飛ばさ

れることもある。 

固定していない家具のほとん

どが移動し、倒れるものが多く

なる。 

壁のタイルや窓ガラスが破損、

落下する建物が多くなる。補強

されていないブロック塀のほと

んどが崩れる。 

７ 

固定していない家具のほとん

どが移動したり倒れたりし、飛

ぶこともある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損､

落下する建物がさらに多くな

る。補強されているブロック塀

も破損するものがある。 
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● 木造建物（住宅）の状況 

震度

階級 

木造建物（住宅） 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５弱 － 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 

５強 － 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 

６弱 
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられる

ことがある。 

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある。 

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるもの

もある。 

６強 
壁などにひび割れ・亀裂がみられることが

ある。 

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多くなる。 

傾くものや、倒れるものが多くなる。 

７ 
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 

まれに傾くことがある。 
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。 

 

● 鉄筋コンクリート造建物の状況 

震度

階級 

鉄筋コンクリート造建物 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５強 － 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ること

がある。 

６弱 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂が入ることがある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くな

る。 

６強 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂が多くなる。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X状のひび割れ・

亀裂がみられることがある。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものがある。 

７ 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割

れ・亀裂がさらに多くなる。 

1階あるいは中間階が変形し、まれに傾く

ものがある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X状のひび割れ・

亀裂が多くなる。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものが多くなる。 

 

● 地盤・斜面等の状況 

震度
階級 

地盤の状況 斜面等の状況 

５弱 
亀裂や液状化が生じることがある。 落石やがけ崩れが発生することがある。 

５強 

６弱 地割れが生じることがある。 がけ崩れや地すべりが発生することがある。 

６強 
大きな地割れが生じることがある。 

がけ崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の崩壊
が発生することがある。 ７ 
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● ライフライン・インフラ等への影響 

ガス供給の停止 

安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上
の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。 
さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止
まることがある。 

断水、停電の発生 
震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することが
ある。 

鉄道の停止、 
高速道路の規制等 

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確
認のため、運転見合わせ、速度規制、通行規制が、各事業者の判断によっ
て行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によって異なる。） 

電話等通信の障害 

地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・イ
ンターネット等による安否確認、見舞い、問合せが増加し、電話等がつな
がりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。そのための対策として、
震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者
により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。 

エレベーターの停止 
地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場
合、安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認などのため、時間
がかかることがある。 

 

● 大規模構造物への影響 

長周期地震動による
超高層ビルの揺れ 

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンクリー
ト造建物に比べて地震時に作用する力が相対的に小さくなる性質を持って
いる。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした揺れが長く続き、
揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大きく移動し、人も固
定しているものにつかまらないと、同じ場所にいられない状況となる可能
性がある。 

石油タンクのスロッシ
ング 

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面が大
きく揺れる現象）が発生し、石油がタンクから溢れ出たり、火災などが発
生したりすることがある。 

大規模空間を有する
施設の天井等の 
破損、脱落 

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁など
構造自体に大きな被害を生じない程度の地震動でも、天井等が大きく揺れ
たりして、破損、脱落することがある。 
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～
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✔
都
心
南
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
多
摩
東
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
都
心
東
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
都
心
西
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
多
摩
西
部
直
下
地
震
（
Ⅿ
7.
3）

✔
立
川
断
層
帯
地
震
（
Ⅿ
7.
4）

○
東

京
の

地
下

は
、
様
々
な
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
複
雑
な
構
造

○
新

た
な

被
害

想
定

で
は

、
中
央
防
災
会
議
に
お
け
る
見
解
や
発
生
確
率
等
を
踏
ま
え
想
定
地
震

を
設

定

Ⅿ
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震

Ｍ
８
～
９
ク
ラ
ス
の
海
溝
型
地
震

✔
大
正
関
東
地
震
（
Ⅿ
８
ク
ラ
ス
）

✔
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
Ⅿ
９
ク
ラ
ス
）

発
生
確
率
：
０
～
６
％

発
生
確
率
：
約
70
％

（
上
記
５
地
震
な
ど
、
南
関
東
地
域
で

発
生
す
る
M
７
ク
ラ
ス
の
地
震
の
発
生
確
率
）

発
生
確
率
：
0.
5～
２
％

各
地
震
に
つ
い
て
被
害
を
想
定
し
、
防
災
対
策
に
活
用

○
直
下
型
地
震
：
総
合
的
な
防
災
対
策

○
海
溝
型
地
震
：
津
波
対
策

※
気
象
庁
H
Pよ
り

M
8～

9ク
ラ
ス
の
発
生
確
率
：
70
～
80
％

新
た
な
東
京
の
被
害
想
定
の
対
象
と
し
た
地
震 ※
赤
字
は
被
害
量
を
算
出
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○
都
内
で
最
大
規
模
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
震
で
、
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
区
部
の
約
６
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
１
９
４
,４
３
１
棟
、
死
者
は
６
,１
４
８
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

１
９
４
,４
３
１

（
３
０
４
,３
０
０
）

棟

要 因 別

揺
れ
等

８
２
,１
９
９

（
１
１
６
,２
２
４
）

棟

火
災

１
１
２
,２
３
２

（
１
８
８
,０
７
６
）

棟

人 的 被 害

死
者

６
,１
４
８

（
９
,６
４
１
）

人

要 因 別

揺
れ
等

３
,６
６
６

（
５
,５
６
１
）

人

火
災

２
,４
８
２

（
４
,０
８
１
）

人

負
傷
者

９
３
,４
３
５

（
１
４
７
,６
１
１
）

人

要 因 別

揺
れ
等

８
３
,４
８
９

（
１
２
９
,９
０
２
）

人

火
災

９
,９
４
７

（
１
７
,７
０
９
）

人

避
難
者

約
２
９
９
万

（
約
３
３
９
万
）

人

帰
宅
困
難
者

約
４
５
３
万

（
約
５
１
７
万
）

人

※
(
)は
前
回
想
定
の
東
京
湾
北
部
地
震
の
被
害
量

※
都
心
南
部
直
下
地
震
と
東
京
湾
北
部
地
震
で
は
地
震
動

が
異
な
り
、
比
較
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

都
心
南
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
都
心
南
部
直
下
地
震
）
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○
多
摩
地
域
に
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
、
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
多
摩
地
域
の
約
２
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
１
６
１
,５
１
６
棟
、
死
者
は
４
,９
８
６
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

１
６
１
,５
１
６

棟

要 因 別

揺
れ
等

７
０
,１
０
８

棟

火
災

９
１
,４
０
８

棟

人 的 被 害

死
者

４
,９
８
６

人

要 因 別

揺
れ
等

３
,０
６
８

人

火
災

１
,９
１
８

人

負
傷
者

８
１
,６
０
９

人

要 因 別

揺
れ
等

７
４
,３
４
１

人

火
災

７
,２
６
９

人

避
難
者

約
２
７
６
万

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

多
摩
東
部
直
下
地
震
（
M
7.
3）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
多
摩
東
部
直
下
地
震
）

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。
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○
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
区
部
の
約
２
割
に
広
が
る
。
揺
れ
は
都
心
南
部
直
下
地
震
よ
り
規
模
が
小
さ
い
。

○
建
物
被
害
は
５
４
,９
６
２
棟
、
死
者
は
１
,７
７
７
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

５
４
,９
６
２

棟

要 因 別

揺
れ
等

２
８
,３
１
９

棟

火
災

２
６
,６
４
３

棟

人 的 被 害

死
者

１
,７
７
７

人

要 因 別

揺
れ
等

１
,２
２
１

人

火
災

５
５
６

人

負
傷
者

３
８
,７
４
６

人

要 因 別

揺
れ
等

３
７
,０
７
０

人

火
災

１
,６
７
６

人

避
難
者

約
１
５
１
万

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

大
正
関
東
地
震
（
M
８
ク
ラ
ス
）
の
震
度
分
布

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
大
正
関
東
地
震
）

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。
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○
震
度
６
強
以
上
の
範
囲
は
多
摩
地
域
の
約
２
割
に
広
が
る
。

○
建
物
被
害
は
５
１
,９
２
８
棟
、
死
者
は
１
,４
９
０
人
と
想
定

冬
・
夕
方
（
風
速
８
m
/s
）

物 的 被 害

建
物
被
害

５
１
,９
２
８

（
８
５
,７
３
５
）

棟

要 因 別

揺
れ
等

１
６
,０
６
６

（
３
５
,４
０
７
）

棟

火
災

３
５
,８
６
２

（
５
０
,３
２
８
）

棟

人 的 被 害

死
者

１
,４
９
０

（
２
,５
８
２
）

人

要 因 別

揺
れ
等

７
１
６

（
１
,５
２
６
）

人

火
災

７
７
５

（
１
,０
５
６
）

人

負
傷
者

１
９
,２
２
９

（
３
１
,６
９
０
）

人

要 因 別

揺
れ
等

１
６
,６
７
２

（
２
７
,７
６
７
）

人

火
災

２
,５
５
６

（
３
,９
２
２
）

人

避
難
者

約
５
９
万

（
約
１
０
１
万
）

人

全
壊
棟
数
分
布

焼
失
棟
数
分
布

立
川
断
層
帯
地
震
（
M
7.
4）
の
震
度
分
布

※
(
)は
前
回
想
定
の
被
害
量

※
地
盤
モ
デ
ル
を
変
更
し
て
い
る
た
め
、
一
概
に
比
較
は

困
難
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

※
小
数
点
以
下
の
四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
。

※
揺
れ
等
に
は
、
液
状
化
、
急
傾
斜
地
等
の
被
害
を
含
む
。

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
立
川
断
層
帯
地
震
）
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大
島

青
ヶ
島

利
島

新
島
・
式
根
島

神
津
島

三
宅
島

御
蔵
島

八
丈
島

父
島

母
島

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
）

○
震
度
は
区
部
・
多
摩
・
島
し
ょ
い
ず
れ
の
地
域
で
も
、
ほ
ぼ
５
強
以
下
と
な
る
。

○
揺
れ
に
よ
る
被
害
は
ほ
ぼ
発
生
し
な
い
見
込
み
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大
正
関
東
地
震
の
各
区
に
お
け
る
最
大
津
波
高
と
そ
の
場
所

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
各
区
に
お
け
る
最
大
津
波
高
と
そ
の
場
所

津
波
高
は
最
大

約
２
～
２
.６
ｍ
程
度

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
海
溝
型
地
震
:
区
部
）

江
戸
川
区
最
大

津
波
高
2
.
00
m

江
東
区
最
大

津
波
高

2
.
2
2
m

中
央
区
最
大

津
波
高
2
.
12
m

港
区
最
大

津
波
高
2
.
00
m

品
川
区
最
大

津
波
高
2
.
01
m

大
田
区
最
大

津
波
高

1
.
8
5
m

東
京
湾
埋
立
地

最
大
津
波
高

1
.
6
9
m

江
戸
川
区
最
大

津
波
高
2
.
24
m

江
東
区
最
大

津
波
高
2
.
63
m

中
央
区
最
大

津
波
高
2
.
42
m

港
区
最
大

津
波
高
2
.
37
m

品
川
区
最
大

津
波
高
2
.
38
m

大
田
区
最
大

津
波
高
2
.
25
m

東
京
湾
埋
立
地

最
大
津
波
高

1
.
9
9
m
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大
島

式
根
島

青
ヶ
島

利
島

新
島

神
津
島

三
宅
島

御
蔵
島

八
丈
島

父
島

母
島

※
各
島
の
浸
水
図
は

最
大
ケ
ー
ス

最
大
津
波
高
：
式
根
島
約
２
８
ｍ

建
物
被
害

１
,２
５
８
棟

（
１
,２
８
２
棟
）

死
者
９
５
２
人

（
１
,７
７
４
人
）

東
京
に
お
け
る
被
害
想
定
（
海
溝
型
地
震
:
島
し
ょ
地
域
）

最
大

津
波
高

到
達

時
間

大
島

約
16
m
約
23
分

利
島

約
17
m
約
19
分

新
島

約
27
m
約
17
分

式
根
島

約
28
m
約
14
分

神
津
島

約
27
m
約
17
分

三
宅
島

約
16
m
約
25
分

御
蔵
島

約
７
m
約
30
分

八
丈
島

約
17
m
約
32
分

青
ヶ
島

約
14
m
約
36
分

父
島

約
15
m
約
12
6分

母
島

約
16
m
約
10
8分

（
）
は
前
回
想
定
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